
Ｈ
月
３
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「大

阿
蘇
絵
画
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
絵
画
展
は
、
大
自
然
に
恵
ま
れ
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
本
町
に
と
っ
て
、
毎
年
開
催
す
る

一
大
行
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

今
年
も
九
州
各
地
か
ら
２
１
５
点
の
出
品
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
特

選

・
入
選
を
含
む
８３
点
が
入
選
し
、
期
間
中
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
の
風
景
、
祭
り
、
生
活
、
民
族
、
芸
能
等
を
描
い
た
絵
画
に
、

多
く
の
人
が
訪
れ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「

~
l

l

l

l

l

L

輻

芸術文化帳典に」
一 大阿蘇絵画展―

●

特
選
１
席
　
「轍

（わ
だ
ち
）」
緒
方
麻
子
さ
ん

（菊
陽
町
）

●
/

r

ヽ

個困調回国園醸

わが家の

鰺
饒
□
国
■
日
■
■●

堀 かおるさん
高森・冬野 23歳

●お仕事

高森寮に勤務していま

す。

●趣味

特にありませんが、映

画『24』 にハマってます。

●一番やりたいこと

鍋パーティー。

●理想のタイプ

正義感がある人。

■
■
■ 森山 ん

一歳

や

一
２

ち

一

い旧肛
一

■
目 毎日走り回って元気いっぱい 1弟

ができて、お世話がたいへんです。

大きくなったら一緒に遊ぼうね !

父 森山 友紀さん
母   真奈美さん

(高森・森)

一■

高森町の人口の動き
世帯数/2,669戸 (-2)
男 :3,640人 (± 0)/女 :3,970人 (+4)
総 数/7,610人 (+4)
(平成 16年 10月 31日 現在)

翻E蓋轟轟目目圏目剛回麗田饉瓢轟回|■|
選≡七校、保護者、地域が一体となった草部南部小学校・草
r~部 中学校合同文化祭。「最後の文化祭をしっかりや り遂
げよう」と一人ひとりが一生懸命頑張っていました。みんな

で力を合わせ、自分たちの手で創 り上げたこの思い出は、きっ

といつまでも心の中に生き続けると思います。

統合まで 3か月余 り。長年の歴史を閉じるにふさわ しい、

忘れられない年になるよう、これからも一日一日、その瞬間

を大切に過ごしてください。
°
今年もあとわずかとなりました。健康に注意され、よいお

年をお迎えください。

高森町マスコット

‖o,544平成16年 12月 5日発行
発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l  FAX0967-62-1174

rl(ク宅/し乙
`

‐`
・
T  ‐‐    /グ

)ス/1
イこノ

印刷/(株 )熊本新生社印刷

『 :簿桑桑

=b=ヽ
′ヽ′でti紙 1ビ合率100,.1,■■を使‖|

ノ/ノ

/

/
森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

■

　

　

　

ヽ

t 薔
私
１

ｔ

，
性
Ｔ
　

Ｑ

●

摯

,

toL

虚菌

Ｌ
■

ヽ

　
■

。

‐

“
　
．も

、

．

ヽ

こ
■

さ

．　

・
こ

‘
，

も

与
躊

TokomoriTown
Public Relotions

‖o.544
平成 16年 12月 5日
2θθイ.D′

`′

π多′″

特
選
2
席

ば
あ
ち
や
ん
の
日

長
野
紀
子
さ
ん

久
木
野
村

L

″イ

珈
到
一ヨ
翔

鰈
躍
一秦■
爆
欅
二
讐
ｉ

,″鬱 .   
“

|● 1諄    
“
.

1

巨
慶
罐
躍
■
轟
鶴
Ｅ

鳳 「

「

PU 日LiC
ヴり[たかも

LL

熙 サ

欝 学|

■□

′



■■
■■

菫

役場支払日 もみじ会/林
9:30～

万年青会/上
10:00～

3か月児健診/林
13i30～

呵
１
１

■
■
１12′/褥

■■
■・ .

どぎゃん会/朋
9:30^ν

又飩 亀礁
心配ごと相談/芙
13:00・へ́ 15:00
3才児健診/林
13:30^V

役場支払日

高森温泉館休館日
/温

心配ごと相談/朋
10:00′ ′ヽ12:00
機能訓練あゆみ
会/温
13:30～

心配ごと相談/基
10:00～ 12:00

18

鶴踪 25
年金相談/林
10:00～ 15:00
献血/林
9:30´ヽ́16:00

餃輪
役場支払日 消防年末警戒 消防年末警戒

′
′
/

■
１
１

消防年末警戒

謳
♂
』

成人式/棒
10:00

鑢
７
■ 8

T akamori alendar たかもリカレングー  ■12月 5日～1月 8日

林 林業総合センター 芙―芙蓉館
朋 月月遊館     温 .高森温泉館
上 上町集会所   基・基幹集落センター

●

●

おくヤ方もうにあげます めりが
｀
どうご
｀
ざいました (敬称略)

2004年 10月 受付祭敬称略)

[住 所]

津 留・ 宮 園

高 森・ 旭 通

高 森 。上 町

高 森 。上 在

野 尻・ 川 上

野 尻 。川 上

高 森 。昭 和

尾下 。多々野

[死亡者]

佐 藤 ユクエ

宮 田 チ キ
中 川 俊 子
佐 藤 キ ヨコ

熊 谷  康
工 藤 サカエ

松 本 一郎
曽 宮 勝 馬

[年齢]

98

86

80

89

85

95

82

89

[御遺族 ]

佐 藤 千 鶴 代

宮 田  行
中 川 紘 一
佐 藤  光 雄
熊 谷  シ キ
エ 藤  重 幸
光 永 チ ヨ子

曽 宮  勝 彦

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>中川 紘一 佐藤千鶴代
熊谷 シキ 佐藤ミヤ子
山村 チマ 曽宮 勝彦
江ロ キエ

<一般寄付>役場職員バザー益金

■広報送料寄付

住吉喜久夫 (神奈川県藤沢市)
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Fire prevention

ニ
ッ
ト
に
分
け
、
専
門
知
識
や
実
務
能

力
を
評
価
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

。
キ
ャ
リ
ア

・

ユ
ニ
ッ
ト
試
験

（ビ
ジ
ネ
ス

。
キ
ャ
リ

ア
制
度
修
了
認
定
試
験
）
と
、
職
務
分

野
全
般
に
求
め
ら
れ
る
広
範
囲
な
専
門

知
識
と
そ
の
応
用
力

・
企
画
力
を
評
価

す
る
上
級
レ
ベ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス

。
キ
ャ
リ

ア

・
マ
ス
タ
ー
試
験

（ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

職
務
能
力
評
価
試
験
）
が
あ
り
ま
す
。

平
成
１６
年
度
後
期
試
験
は
、
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
申
請
受
付
期
間

平
成
１７
年
１
月
Ｈ
日

（火
）
か
ら

平
成
１７
年
１
月
２１
日

（金
）
ま
で

○
試
験
実
施
日

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
・
ユ
ニ
ッ
ト
試
験

平
成
１７
年
３
月
５
日

（土
）

平
成
１７
年
３
月
６
日

（日
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ス
タ
ー
試
験

平
成
１７
年
３
月
６
日

（日
）

鐵
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
開
発
振
興
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

４

‐

１

７

１

１

続
け
る
と
気
温
の
上
昇
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
、
最
も
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
二
酸
化
炭
素
は
、
私
た
ち
が
日
々

生
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
で
、
大
量

に
排
出
さ
れ
て
い
る
物
質
で
あ
る
た
め
、
私

た
ち

一
人
ひ
と
り
が
二
酸
化
炭
素
を
減
ら

す
生
活
を
心
が
け
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境

を
保
全
す
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
省
資
源
活
動
を
す
る
な
ど
、
私

た
ち
自
身

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
て
、
地
球
に
や
さ
し
い

『地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
エ
コ
ラ
イ
フ
４
つ
の
心
が

け
』
を
実
践
し
ま
し
よ
う
。

①
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
を
実
行
し
ま

し

ょ

う

。

②
ア
イ
ド
リ
ン
グ

・
ス
ト
ッ
プ
運
動
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

③
ご
み
の
分
別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

④
環
境
に
や
さ
し
い
買
物
に
努
め
ま
し
よ

」つ
。

「
広
報
た
か
も
り
」
か
ら

●

球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

便
利
で
快
適
な
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
陰

で
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス

が
増
え
続
け
、
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え

●

24時間電話を通して健康をお届けします。

◎ 12月 のテーマ
饒月曜日
今年のインフルエンザ
饉火曜日
子宮筋腫について
鯰水曜日
脳梗塞
0木曜日
歯周病の原因と予防
屹金曜日
お年寄りの皮膚のかゆみ
蝙土曜日・ 日曜日
性教育シリーズ⑦

12月 12日

12月 19日

12月 23日

12月 26日

1月 1日

1月 2日

1月 3日

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

立 野 病 院

藤 本 医 院

平 田 医 院

TEL 62-0378

TE1 62-3351

TEL 67-1777

TEL 67-0019

T■ 68-0111

TE1 67-0020

TEL 62-0216

住
籟
躙
覺

７

・３
つ
の
習
慣

寝
た
ば

こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も

の
か
ら
離

れ
た
位

置

で

火

災

を

小

さ

い

う
ち

に
消

す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器

等
を
設
置
す
る
。

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る

所

く
′
f

健康鴨題 を

24時 間 .

お送りします

TAKAMORI TOWN-2004.123
14

Ｈ
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
は

「秋
季
全

国
火
災
予
防
運
動
」。
全
国
各
地
で
住
宅

防
火
診
断
、
防
火
講
習
会
、
防
火
指
導
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
も
、
９
日
に
防
火
パ
レ
ー
ド
、
・４

日
に
非
常
呼
集
訓
練
が
行
わ
れ
、
防
火
知

識

・
技
能
の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。

．
火
災
は
、
予
測
が
困
難
な
地
震
な
ど
の

天
災
と
違
い
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
火
災
は
発
生
し
ま

す
。全
国
で
は
毎
年
約
６
万
件
の
火
災
が
発

生
し
、
２
千
人
以
上
の
命
が
奪
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
で
も
今
年
に
入
り
７
件
の
火

災
が
発
生
。
昨
年
よ
り
３
件
増
え
て
い
る

状
況
で
す
。

朝
晩
の
冷
え
込
み
も

一
段
と
厳
し
さ
を

増
し
、
家
庭
で
火
を
使
う
機
会
が
増
え
る

こ
の
季
節
．
火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
か
ら
尊
い
命
や
大
切
な
財
産
を
奪
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
火
の
用
心
に
心
が
け
、

も
う

一
度
、
家
族
み
ん
な
で
家
庭
の
防
火

対
策
を
確
認
し
ま
し
よ
う
。

落
ち
着

い
て
正
確

に
１
１
９
番
通
報

消
火
活
動
は
、
１
分
１
秒
を
争
う
時
間

と
の
勝
負
で
す
。
消
防
本
部
で
は
、
通
報

を
受
け
る
と
、
直
ち
に
最
寄
り
の
消
防
署

か
ら
消
防
車
等
を
出
動
さ
せ
ま
す
。

も
し
、
慌
て
て
し
ま
い
、
場
所
等
を
正

し
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
火
災
現
場

へ

の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
被
害
が
拡
大

し
大
惨
事
に
な
っ
た
り
、
助
か
る
は
ず
の

命
が
助
か
ら
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

普
段
か
ら
落
ち
着
い
て
正
確
な
通
報
が

で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
で
の
１
１
９
番
通
報

こ
こ
数
年
、
携
帯
電
話
等
か
ら
の
１
１
９

番
通
報
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
携
帯
電
話

か
ら
の
通
報
で
は
、
通
報
地
点
と
異
な
る
近

隣
地
域
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
通
報
地
点
を
管

轄
す
る
消
防
本
部
へ
１
１
９
番
通
報
の
転

送
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
消
防
本
部
か
ら
通
報

内
容
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
現
在
地
及
び
通
報
に
用
い
た
携
帯

電
話
番
号
を
正
確
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
通

報
後
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
携
帯
電
話
等
の

電
源
を
切
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ヨ1月 14日 「非常呼集訓練」 11月 9日 「防火パレー ド」

●

高
齢
者
に
多

い
火
災
被
害

火
災
に
よ
る
死
亡
者
の
う
ち
約
半
分
を

占
め
て
い
る
の
が
６５
歳
以
上
の
お
年
寄
り

で
す
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
年
齢
か
ら
く

る
体
力
の
衰
え
や
、
判
断
力
の
低
下
に
よ

る
逃
げ
遅
れ
な
ど
で
す
。

お
年
寄
り
を
火
災
に
よ
る
被
害
か
ら
守

る
た
め
に
は
、
本
人
の
自
党
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
家
族
や
周
囲
の
人
の
協
力
が
必

要
で
す
。

本
疇内『〕
熊
叡

´
』
●

●

は

○
転
居
の
と
き
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不
明
で
返
送
さ

れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

○
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と

へ
の
想
い
や
近
況
報
告
、
た

か
も
り
の
発
展
に
役
立

つ
お
住
ま
い
の
街

の
紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
本
誌

で
紹
介
し
ま
す
。

○
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
３
、
３
０
０
部
を
印
刷
し
、

町
内
配
布
と
共
に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
の
高
森
出
身
の
皆
様
に
も
お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の
便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、
ｌ
ヶ
月
に

１
４
０
円
か
か
り
ま
す
。
（広
報
誌
代
は

別
）引
き
続
き
、
現
金

（小
為
替
な
ど
）
や
、

９０
円
以
下
の
少
額
切
手
で
１
年
分
程
度
の

ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
１
２
）

圏罐饉圏

■
■
�

ｌ
一

「
　
　
　
¨

】
一

|二証

診療は午前9時から午後5時まで

4'●|

対策



lr/onthly Flash News
成
１５
年
Ｈ
月
分
か
ら
平
成
１６
年
１０
月
分
ま

で
１
年
間
ま
る
ま
る
納
め
た
方
に
抽
選

で
、
デ
ジ
カ
メ
や
阿
蘇
郡
内
の
各
町
村
の

特
産
品
等
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
国
民

年
金
係
ま
た
は
各
出
張
所
に
応
募
票
が
あ

り
ま
す
の
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
で
き
る
方
は
、
平
成
１５
年
Ｈ
月
分

～
平
成
１６
年
１０
月
分
を
完
納
し
て
い

る
被
保
険
者
ま
た
は
平
成
１６
年
度
前

納
し
て
い
る
被
保
険
者
で
す
。

※
役
場
国
民
年
金
係
に
て
完
納
の
確
認

を
行
い
ま
す
。

※
当
選
の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を
も

っ

て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
応
募
期
間

平
成
１６
年
１２
月
１
日

（水
）
か
ら

平
成
１６
年
１２
月
２２
日

（水
）
ま
で

（抽
選
は
１
月
中
旬
ご
ろ
の
予
定
で
す
）

躙
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
国
民
年
金
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

熊
本
東
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年
金

業
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

７

１

２

５

０

０

３６
回
を
迎
え
る
文
化
祭
は
、
今
年
も
多
く
の
方
の

出
品
、
出
演
を
い
た
だ
き
、
日
頃
の
地
道
な
文
化
活

動
の
成
果
を
結
集
、
広
く
公
開
し
、
文
化
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
で
、
文
化
の
薫
り
高
い
ふ
る
さ
と
づ

く
り
に
努
め
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
推
進
大
会
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

栄
養
、
運
動
、
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康
づ

く
り
を
総
合
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
全
国
平
均

を
大
き
く
上
回
る
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
、
生
活

の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
在
宅
福
祉
の
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
健
康
チ
ェ
ツ
ク
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
実
践
者
等
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

人
権
啓
発

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
町
民

一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
、
行
政
。学
校

・企
業

・民
間
団
体
・地
域
。

家
庭
が

一
体
と
な

っ
た
人
権
教
育

の
取
り
組
み
を
進

め
ま
し
た
。

ま
た
、
３１
日
に
は
、
ば

っ
て
ん
荒
川
十
キ
ン
キ
ラ

劇
団
に
よ
る
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の

「肥
後
に
わ
か

シ
ョ
ー
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
森
温
泉
館
の
営
業

高
森
温
泉
館
で
は
、
１２
月
３１
日

（金
）

か
ら
１
月
３
日

（月
）
ま
で
営
業
時
間
を

変
更
し
ま
す
。

○
入
浴
時
間

午
前
１０
時
～
午
後
６
時

※
１
月
１
日

（土
）
午
前
１１
時
か
ら
豚
汁

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
や
高
森
に
わ
か
等
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
ご
来
館
を
心
よ

り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

日
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
温
泉
館

ＴＥＬ

６

２

１

２

６

２

６

０
１２
月
２９
日

（水
）

通
常
業
務
（午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

０
１２
月
３０
日

（木
）

●

午
前
９
時
～
午
前
＝
時
３０
分

０
１２
月
３１
日

（金
）

休
み

０
１
月
１
日

（土
）

休
み

０
１
月
２
日

（日
）

休
み

０
１
月
３
日

（月
）

休
み

０
１
月
４
日

（火
）

通
常
業
務
（午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※
年
内
粗
大
ご
み
個
別
収
集
は
、
１２
月
２０

日

（月
）
ま
で
の
受
付
分
ま
で
で
す
。

※
直
接
搬
入
の
際
も
指
定
袋
を
使
用
し
、

分
別
し
て
搬
入
願
い
ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

南
部
中
継
基
地

ＴＥＬ

６

２

‐

０

７

１

９

年
末
年
始
の
し
尿
汲
み
取
り

年
末
の
し
尿
汲
み
取
り
業
務
に
つ
い

て
は
１２
月
２９
日

（水
）
ま
で
、
ま
た
年
始

に

つ
い
て
は
１
月
４
日

（火
）
か
ら
と

な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
の
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

躙
お
問
い
合
わ
せ
先

大
阿
蘇
清
掃
社

ＴＥＬ

０

９

６

‐

２

７

９

１

３

２

２

０

高
森
町
で
は
昨
年
度
、
小
学
校
新
入
学

保
護
者
の
負
担
軽
減
並
び
に
少
子
化
対

策
の

一
環
と
し
て
ラ
ン
ド
セ
ル
配
付
を

行
い
ま
し
た
。
本
年
度
も
小
学
校
新
入
生

に
ラ
ン
ド
セ
ル
配
布
を
行
い
ま
す
の
で
、

各
家
庭
で
の
購
入
は
さ
れ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
配
付
は
平
成
１７
年
３
月
中
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
１
）

ビ
ジ
ネ
ス

・
キ
ャ
リ
ア
試
験

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
試
験
は
、
今
企

業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
社
外
で
も
通
用
す

る
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
専
門
知
識
や

実
務
能
力
を
評
価
す
る
試
験
制
度
で
す
。

試
験
に
は
、
職
務
分
野
を
１
６
３
の
ユ

ニ
ツ
ト
に
分
け
、
専
門
知
識
や
実
務
能
力

を
評
価
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

。
キ
ャ
リ
ア

・
ユ

讐

Ｆ

Ｉ
冬

一一一一・・

ばってん荒川さん

のばつてん節に会

場は大盛り上がり

すまいるフェスタ隋儡たかもり
10月 30日 (土)か ら31日 (日 )にかけて、高森中学校で文化祭、健康づくり推進大会、人権啓発フェスティバル

を合同で行う「すまいるフェスタinたかもり」が開催されました。

【出展・出演・参加団体紹介】◎肥後狂句◎俳句◎書道◎写真◎生花 (小原流、専正池坊、池坊、未生流、草月流 )

◎押し花絵◎盆栽◎絵画◎手芸◎茶道◎陶器◎アートフラワー◎小
。中学校作品◎舞踊 (松若会社中、満丸会社中)

●  lD

●

朋
遊
館
は
、
年
末
年
始
も
通
常
ど
お

り
営
業
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

○
入
浴
時
間

午
後
４
時
～
午
後
９
時

○
休
館
日

月
曜
日
、
木
曜
日

平
成
１７
年
度
小
学
校

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
　
　
　
　
　
新
入
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
配
布

昨年度のランドセルの配付の様子

413 TAKAMoRI TowN-2004.12
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年
末
年
始
の
朋
遊
館
の
営
業

人
権
作
文
を
発
表
す
る
高
森
中
央
小
学
校
４
年
古
口
結
香
さ
ん

ｒ
＝

会場には生花展など文化の粋を一同に展示しました
平
成
１６
年
度

（後
期
）

ツ
ｒ
く

―
・ル

■
●

・

●
●
‐
　
　
●

蓼「

(

F

ほ二二五五二進轟

健康について一人ひとりていねいに指導いただきました
‐・‐‐‐~¬



平
成
１７
年
度
第
１
期

放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ

（
ス
カ
イ
パ
ー

フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
Ｉ
）
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
正
規
の
大
学
で
す
。

○
募
集
期
間

平
成
１６
年
１２
月
１５
日

（水
）
か
ら

平
成
１７
年
２
月
２８
日

（月
）
ま
で

○
教
養
学
部

①
全
科
履
修
生

（４
年
以
上
在
学
し
、

学
士
を
目
指
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生

（１
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

③
科
目
履
修
生

（６
か
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
入
学
料

①
２
万
２
千
円

②
８
千
円

③
６
千
円

。
授
業
料
　
１
単
位
５
千
円

。
人
文
、
社
会
、
自
然
、
産
業
等
の
幅

広
い
分
野
の
科
目

（約
３
０
０
科

目
）
か
ら
学
べ
ま
す
。

・
短
期
大
学

・
専
門
学
校
な
ど
か
ら
３

年
次
編
入
学
が
で
き
ま
す
。
（全
科

履
修
生
）

。
１５
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
選
科
・

科
目
履
修
生
に
入
学
で
き
ま
す
。

○
大
学
院

①
修
士
選
科
生

（１
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

②
修
士
科
目
生

（６
か
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

。
入
学
料

①
ｌ
万
６
千
円

②
ｌ
万
２
千
円

。
授
業
料
　
１
単
位
１
万
円

。
１８
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学

で
き
ま
す
。

※
教
養
学
部

。
大
学
院
と
も
に
入
学
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん
。

爾
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

５

９

‐

４

８

９

０

災
害
復
興
住
宅
融
資
の
募
集

こ
の
た
び
の
台
風
に
よ
る
災
害
で
住

宅
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

へ
住
宅
の

建
設

・
購
入
資
金
、
補
修
資
金
の
融
資
を

行

っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
に
な
る
台
風
と
募
集
期
間

●

岬
一鵬

（災
害
発
生
か
ら
２
年
間
）

台
風
１６
号

平
成
１８
年
８
月
３１
日

（木
）
ま
で

台
風
１８
号

平
成
１８
年
９
月
８
日

（金
）
ま
で

台
風
２１
号

平
成
１８
年
９
月
２９
日

（金
）
ま
で

台
風
２３
号

平
成
１８
年
１０
月
２０
日

（金
）
ま
で

○
金
　
利

（平
成
１６
年
１１
月
１
日
現
在
）

年
１
・
９
％

（全
期
間
固
定
金
利
）

○
融
資
限
度
額

建
設
資
金

１
、
１
０
０
～
１
、
１
６
０
万
円

補
修
資
金

５
９
０
～
６
４
０
万
円
　
等

○
返
済
期
間

建
設
資
金
　
２５
～
３５
年
以
内

補
修
資
金
　
２０
年
以
内
　
等

※
元
金
返
済
の
据
置
可
能

公
庫
融
資
を
ご
返
済
中
の
方
は
、
返
済

に
関
す
る
ご
相
談
を
承
り
ま
す
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

■
０
９
６
‐
３
８
７
‐
２
０
０
０

（平
日
及
び
第
１
・第
３
日
曜
日
　
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

務
組
合
職
員
採
用
試
験
案
内

山

・餃

饒

・

看
護
師
１
名

○
受
験
資
格

昭
和
５４
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

採
用
日
ま
で
に
准
看
護
師
ま
た
は
看

護
師
の
免
許
を
取
得
で
き
る
か
、
取
得

し
て
い
る
者

○
受
付
期
間

平
成
１６
年
１２
月
１３
日

（月
）
か
ら

平
成
１６
年
１２
月
２４
日

（金
）
ま
で

○
試
験
日

第
１
次
試
験

平
成
１７
年
１
月
‐２
日

（水
）

○
試
験
地

第
１
次
試
験

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

大
阿
蘇
環
境
セ
ン
タ
ー

「未
来
館
」

回
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

総
務
課
総
務
係

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

４

‐

５

１

１

１

国
民
年
金

マ
ル
マ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

熊
本
県
内
に
住
む
６５
歳
以
上
の
お
年
寄

り
の
割
合
は
４
人
に
１
人
と
な

っ
て
お

り
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
早
く
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
歳
を
と
っ
て

か
ら
も
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

少
し
で
も
多
く
の
国
民
年
金
を
受
給
し
て

い
た
だ
く
た
め
国
民
年
金
保
険
料
を
、
平

ョ
　
　
　
“
■
１
１

ひびけ阿蘇の野に
ふれあいコンサート

○
採
用
予
定
職
種
及
び
人
員
●●

山
田
安
代
さ
ん

（文
楽
三
味
線
）

Ｈ
月
６
日

（土
）
、
高
森
高
校
体
育
館
で
２７
回
目
の

「高
森
町

民
音
楽
祭
」
（岩
下
昭
久
実
行
委
員
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
出
演
者
は
Ｈ
団
体
、
Ｈ
個
人
。
そ
れ
ぞ
れ
に
日
頃
の

熱
心
な
練
習
成
果
を
披
露
し
、
場
内
か
ら
大
き
な
拍
手
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
ゲ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
後
藤
幸
浩
さ
ん
と

山
田
安
代
さ
ん
に
出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
藤
幸
浩
さ
ん

（薩
摩
琵
琶
）

隋
膵
・
II:II`|||

臨

又鉤
訃

【出演団体・個人紹介】◎ F・ F・ B◎高森保育園◎高森幼稚園◎森のこえ◎阿蘇琴遊会高森教室◎エレクトーン (林早都紀・
佐藤真耶。松本雅、佐伯有彩。渡辺千尋・岩下まりあ。大寺真未)◎ゲストコーナー (後藤幸浩、山田安代)◎高森中学校3年選択
音楽合唱団◎高森中学校 3年生◎ピアノ (沼田萌夏・山辺知佳、阿南亜祐実・甲斐愛美)◎草部南部小学校◎はなしの3コー
ラス◎高森中央小学校◎高森中学校吹奏楽部
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Mc)nthly Flash News

ツ
リ
ー
が
奏
で
る
光
の
幻
想

11月 13日 か ら高森湧水 トンネル

公園で 「第 2回クリスマスファン

タジー」が開催されています。

これは、冬の トンネルの有効利

用 と暖かさを多くの人に知っても

らおうと行われているもので、 ト
ンネル内に高さ2.5傷 のクリスマス

ツリーが53本展示されています。

クリスマスツリーは12月 31日 ま

で展示され、 24日 と25日 は午後 9

時まで夜間開放します。

野尻川流域にヤマメの

稚魚 3万匹を放流
野尻川流域でヤマメの稚魚の放流が行われまし

た。

これは、野尻活性化事業の一環として町が実施

したもので、この日は 5か所に約 3万 匹を放流。

体長 7アほどのヤマメの稚魚たちは元気に泳いで

いきました。

来年の「野尻川ヤマメ釣り大会」には、大きく育っ

たヤマメが見られそうです。

高森保育園

親子給食試食会
高森保育園で保護者を対象とした給食の試食会が

開かれました。

日頃、子どもたちが保育園でどんな給食を食べてい

るのかを、家族の方に知ってもらおうと毎年行われて

いるもので、 園児たちはお父さん、 お母さんと向き合
いながら楽しそうに給食を食べていました。

その後、 同園栄養士の永松たみ子さんによる食育
の勉強会も開かれました。

史芸
盤
肇
羹

蓼
ξ
ｌ

一一一一一に
夢
・

，．，ど
燿
奪
壌
爾
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血
液
は
、
科
学
が
発

達
し
た
今
で
も
人
工
的

に
作
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
長
期
間

の
保
存
も
で
き
な
い
た

め
、
輸
血
が
必
要
な
患

者
さ
ん
の
命
を

戯
魏
爾
　
守
る
た
め
に
は
、

鰊
輔
輔・
皆
さ
ん
の
絶
え

間
な
い
献
血
が

必
要
で
す
。

冬
は
風
邪
な
ど
で
献
血

者
が
減
少
す
る
た
め
、
医

療
で
使
う
血
液
が
不
足
が

ち
で
す
。
ぜ
ひ
献
血
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
　
三
年
振
り
の
日
本
食

く
り
　
球
界
も
改
革
の
時
期

ち

っ
と
撒
き
餌
の
足
ら
だ

っ
た

百
度
　
足
の
痛
み
が
通
じ
る
か

い
の
外
　
中
身
は
う
ん
と
弾
ま
し
た

揉
め
た
く
り
　
分
村
す
る
か
リ
コ
ー
ル
か

負
け
た
　
片
言
で
も
う
抗
議
す
る

無
我
夢
中
　
子
供
八
人
育
て
上
げ

揉
め
た
く
り
　
ど
こ
が
情
報
源
だ
ろ
か

負
け
た
　
満
点
だ

っ
た
恋
敵

思
い
の
外
　
見
舞
い
に
行

っ
て
見
舞
わ
る
る

揉
め
た
く
り
　
骨
も
あ
の
世
で
泣
き
よ
ろ
う

お
百
度
　
支
店
長
と
の
根
く
ら
べ

○
日
　
時
　
１２
月
２４
日

（金
）

９
時
３０
分
～
Ｈ
時
３０
分
、
１２
時
３０
分
～
１６
時

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

緻
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）

「本
人
確
認
」
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
輸
血
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
高
感
度
検
査
法
の
導
入
や
、
間
診
強
化

等
を
図
り
、
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
を
防
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
先
端
の
検
査
方
法
に
よ
っ
て
も
血
液
中
の
微

量
の
ウ
イ
ル
ス
は
検
出
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
ま
れ
に

患
者
さ
ん
に
輸
血
を
介
し
て
感
染
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

一
部
の
献
血
者
に
お
い
て
、
氏
名
等
を
偽

っ
て
献
血
さ

れ
る
方
や
、
ご
自
身
が
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
、
献
血
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、
本

人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と

（本
人
確
認
）
に
よ
っ
て

「自

ら
提
供
す
る
血
液
は
安
全
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
を
も
っ

て
献
血
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

献
血
受
付
の
際
に
、
ご
自
身
を
証
明
で
き
る
も
の
の
提

示
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

無
我
夢
中
　
今
度
こ
そ
綱
取
り
の
場
所

浦
塚
　
南
天

●

●   ●

●

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

桐
原
　
白
酔

佐
藤
多
可
雄

三
森

　

茜

佐
藤
　
重
信

後
藤
　
愛
子

佐
楢
見
乱
坊

上
井
加
根
女

松
山
キ
ヨ
子

林
　
　
不
忘

後
藤
　
信
子

岡
本
　
琴
司

タ
チ
ャ
イ
ム
急
い
で
歩
む
紅
葉
道

直
線
に
伸
び
る
農
道
豊
の
秋

独
り
居
に
良
き
友
あ
り
て
小
春
か
な

遊
歩
道
展
け
し
処
岩
紅
葉

杖
と
な
り
夫
に
連
れ
だ
つ
旅
小
春

茶
の
花
の
段
々
畑
木
曽
の
バ
ス

声
だ
け
の
加
勢
の
夫
と
障
子
貼
る

と

き

移
ろ
い
の
季
を
惜
し
む
か
昼
の
虫

庭
の
石
蕗
咲
き
て
追
慕
の
日
々
と
な
り

み
っ
　
つ

千
歳
飴
引
き
づ

っ
て
ゆ
く
三
歳
の
子

冬
ぬ
く
し
子
供
神
楽
の
振
り

一
途

枯
亡
毛
並
み
輝
く
ら
く
だ
山

梅香苑秋祭り

特別養護老人ホーム梅香苑で毎年恒例の秋祭り

が開催されました。

これは、同苑のお年寄りと地域や家族との交流

を目的としたもので、焼きそばなどのバザーコー

ナー、山菜おこわなどの即売コーナー、金魚すく

いなどのちびっ子コーナーなど盛りだくさんの企

画で楽しいときを過ごしました。

家族や地域の方と交流するおじいちゃん、おば

あちゃんの顔は喜びにあふれていました。

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
寿
子

後
藤

つ
み
子

山
村
ふ
み
子

井
村
ひ
さ
し

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

青
木
千
賀
子

6

肥
　
後
　
狂
　
句
　
　
　
師

走
・
（阿
蘇
御
神
火
会
）
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運転免許証

パスポート

健康保険証

ご提示いただく物の例

（高
森
菜
の
花
句
会
）
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■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
一皿
６
２
‐
１
１
１
１
　
回
６
２
‐
１
１
７
４

老人クラブ健康づくり
スポーツ大会

老人クラブ連合会による「健康づくリスポーッ大

会」が町民体育館で開催されました。

町内18の老人会から364人の皆さんが参加して、

ピン立てやボーリング、ゲー ト通しなどを楽しみま

した。

健康づくりは、お年寄りだけの問題ではなく私た

ちみんなの問題です。日頃から運動や食生活に関心

を持ち、自分に合った健康法を身につけましょう。

協会長旗
ナイターソフトボール大会

協会長旗ナイターソフトボール大会が、 10月 21

日から山村広場で開催され、全10チームが熱戦を

繰り広げました。結果は南球が優勝し、今シーズン

完全制覇を成し遂げました。

優 勝 南 球
準優勝 旭球友
第 3位  S・ 55

敢闘賞 村山フェニックス
最優秀選手賞 本田 龍雄 (南 球)
優秀選手賞 馬原 富雄 (旭球友)

7 .rexeuoRt rowN-2oo4.tz

草部南部小・草部中

合同文化祭
草部中学校体育館では、草部南部小学校 。草部

中学校合同文化祭が開催されました。

来春閉校するため最後の文化祭となった今年は、

草部保育園児によるお遊戯、小学生による合唱、

中学生による和太鼓演奏や中学校 PTAに よる神
楽など多くのプログラムで盛 り上がりました。

学校。PTA・ 地域住民が一体となった文化祭は、
子どもたちのいい思い出となったことでしょう。

食生活改善推進協議会横町支部と南

在支部が合同で、75才以上の一人暮ら

し 24人 にお弁当を配食しました。

食生活改善推進委員は、地域の方々

と一緒に心のふれあいはもちろん、楽

しく健康な地域づくりを目指して活動

しています。

僻
阿
蘇
税
務
署

税
務
相
談
室

‐劇
」
」
済

に
の
ン

０

９

６

７

‐
２

２

‐
０

５

５

１

０

９

６

７

１
２

２

‐
０

５

５

９

１
千
万
円
を
超
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

平
成
１５
年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
る
個

人
事
業
者
の
方
は
、
平
成
１７
年
分
消
費
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。

◆

「課
税
事
業
者
届
出
書
」
の
提
出
は
お
早
め
に
―

◆
平
成
１７
年
１
月
か
ら
記
帳

・
請
求
書
等
の
保
存
を
！

消
費
税
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
や
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

警
察
署
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

¨
火

の

用

心

！

■
■
■
■
■

●  ●
警
察
署
協
議
会
は
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
警
察
活
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成
１３
年
に

設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
森
警
察
署
管
内
の
各
町
村
を
代
表
し
て
、
現
在
５
名

の
方
が
協
議
委
員
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
森
町
の
協
議
委
員
は
、

吉
良
禎
人
さ
ん

（高
森
・横
町
）
で
す
。

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
、
火
を
使
用
す
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

火

の
用
心

７

つ
の
ポ

イ
ン
ト

ー
、
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

２
、
子
供
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
な
い
。

３
、
風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し
な
い
。

４
、
て
ん
ぶ
ら
を
揚
げ
る
と
き
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

５
、
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

６
、
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

７
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

●   ●

２

１
９

０

３

４

横
町

・
南
在
合
同

老
人

一
人
暮
ら
し
弁
当
づ
く
り

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

南
部
分
署
　
ＴＥＬ
６

火
事

・
救
急

・
救
助
は
１
１
９
番

10

管
内
の
安
全
に

関
す
る
問
題
に
つ

い
て
、
ご
意
見
や

ご
要
望
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
協

議
委
員
を
通
じ
て

お
聴
か
せ
く
だ
さ

′
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あさりの中華ス
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□材料 (5人分)
あさり貝600g、 ご
ま油小さじ2、 にん
にく1か しす、  水750

cc、 コンソメの素2
個、酒大さじ4、 塩

③あさり貝の回が開いたら、酒、塩で調味する。

器に盛り、刻みねぎを散らしてできあがり。

水、コ

も加え

作り方

①あさりはき
熱し、にんにくの 切 りを加え②鍋にごま油を

て香りよく炒める。 ンソメの素を入れ

る 。て煮立て、あさり貝

小さじ1、 ねぎ24g

上手に摂りたい栄養素
しじん けん か だい

《人権課題を知ろう !》
～脂質の働き～

脂質は、たんぱく質や糖質に比べ少量でも多く

のエネルギーを生産する効率の良いエネルギー源で

す。しかし、脂質を摂り過ぎると、エネルギー過剰

から生活習慣病を招きます。特に動物性脂肪には気

を付けましょう。

◎意外に脂肪の多い食品
。おやつのケーキやスナック菓子

・サラダのマヨネーズや ドレッシング

・朝食のベーコンやウインナー

保
健
師
か
ら
あ
な
た

へ
の

健
診
結
果
か
ら

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う
！

し
、
視
力
低
下
や
視
野
障
害
な
ど
の
症
状
が
現
れ
失
明

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
腎
臓
で
は
、
糖
尿
病
性
腎
症

を
起
こ
し
、
悪
化
す
る
と
人
工
透
析
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
網
膜
症
や
腎
症
に
比
べ
、
早
期
か
ら
出
現
し
頻
度

も
高
い
障
害
が
糖
尿
病
性
神
経
障
害
で
、
し
び
れ
、
疼
痛
、

感
覚
低
下
、
感
覚
異
常
な
ど
の
自
覚
症
状
が
現
れ
ま
す
。

◆
糖
尿
病
を
予
防
す
る
に
は
…

①
肥
満
の
解
消

自
分
の
標
準
体
重
は
ご
存
知
で
す
か
？
標
準
体
重
は
、

身
長

（
ｍ
）
×
身
長

（
ｍ
）
×
２２
と
い
う
計
算
式
で
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
肥
満
は
た
く
さ
ん
の
イ
ン
ス
リ
ン
を
使

い
ま
す
の
で
、
後
々
イ
ン
ス
リ
ン
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

イ
ン
ス
リ
ン
が
働
け
な
い
原
因
に
な
り
ま
す
。
標
準
体

重
を
目
標
に
、
肥
満
を
解
消
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
食
　
事

食
べ
過
ぎ
る
と
た
く
さ
ん
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
体
は
余
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
え
る
た
め
に

脂
肪
に
変
え
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
イ
ン
ス
リ
ン
が
必
要
で
す
。

食
事
は
、
糖
質
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
肪
な
ど
栄
養
素
の
バ
ラ

ン
ス
を
よ
く
考
え
、
３
食
規
則
正
し
く
、
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

抑
え
て
腹
八
分
目
に
食
べ
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

③
運
　
動

運
動
を
す
る
と
、
糖
が
筋
肉
に
取
り
込
ま
れ
る
た
め
血

糖
が
下
が
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
働
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
全
身
の
筋
肉
を
使
う
よ
う
な
運
動
を
週
３
回
以

上
し
ま
し
ょ
う
。
歩
く
こ
と
や
水
泳
な
ど
が
お
勧
め
で
す
。

糖
尿
病
は
、
あ
ま
り
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す
る
病

気
で
す
。
ま
ず
は
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
高
血
糖
を
予

防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
糖
尿
病
の
方
は
、
血
糖
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
合
併
症
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

血
管
を
守
り
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

メt′縣◆
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
…

糖
尿
病
の
発
生
要
因
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
あ
ま
り
出
な

い
こ
と

（イ
ン
ス
リ
ン
初
期
分
泌
低
下
）
と
イ
ン
ス
リ
ン
が

う
ま
く
働
か
な
い
こ
と

（イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
）
の
２
つ
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
で
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う

ま
く
い
か
な
い
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

①
大
き
な
血
管
が
危
な
い
―

水
分
が
欲
し
く
な
る
、
大
量
の
尿
が
出
る
、
体
重
減

少
な
ど
が

一
般
的
な
自
覚
症
状
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
症
状
が
出
る
ま
で
に
、
大
血
管
の
障
害

（動
脈
硬

化
）
は
進
行
し
ま
す
の
で
、
「自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
大

丈
夫
」
と
い
う
の
は
間
違
い
で
す
。
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
う
ま
く
い
か
な
い
状
態
が
１０
年
以
上
続
く
と
、
大

血
管
の
障
害
が
さ
ら
に
進
行
し
、
虚
血
性
心
疾
患

（狭

心
症
、
心
筋
梗
塞
）
、
脳
血
管
障
害

（脳
梗
塞
、
脳
出
血
）

な
ど
致
命
的
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

②
細
い
血
管
に
も
障
害
が
…

日
、
腎
臓
、
神
経
に
も
障
害
を
起
こ
し
て
き
ま
す
。

目
の
障
害
に
つ
い
て
は
、
糖
尿
病
性
網
膜
症
を
起
こ

●
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●

ゲ
■年

・
生
活
習
慣
病
予
防
の
大
前
提
は
、
「血
管
を
守
る
こ

と
」
で
す
。
今
回
は
高
血
糖
を
予
防
す
る
た
め
の

方
法
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

子ども
じんけん

の人権

すべての子どもが人として尊重され、心身
すこ      そだ    じ こ  のうりょく  はっき

ともに健やかに育ち、自己の能力を発揮
じ こ じつげん      じゃかい  じつげん

し、自己実現できる社会の実現を

○いじめ・不登校

○児童虐待

・身体的虐待

。性的虐待

・ネグレクト ・適切な衣食住の世話をしないこと

・心理的虐待…おどし、脅迫、無視など

じょ  せい

女 性
じんけん

の人権

男女が、性別にとらわれず、社会のあら
ぶんや     ひと  こせい のうりょく じゅうぶん

ゆる分野でその人の個性と能力を十分に
はっき     だんじょきょうどうさんかくしゃかい じつげん
発揮できる男女共同参画社会の実現を

○「男だから」「女だから」という、性別による

役割分担意識

○就労・雇用制度をはじめとする性別による格差

○ ドメスティック・バイオレンス(DV)、 セクシュ

アル・ハラスメント、ス トーカー行為等、女性

の人権を侵害する行為

障害者

の人権

障害のある人もない人も、互いに

え合い、地域で生き生きと明るく

かに暮らしていける社会の実現を

・建物や歩道の段差など

・就業・雇用|の機会、手話・

点字等による情報が少な

いなど

・障害者への誤解や偏見

さ さ

いしきじ、つ

意識上の「ノ

支
ゆた
塵L

○

ぶつ りてき

○物理的な「バリア」
せいどじょう

○制度上の「バリア」

リヾア」

高齢者が、快適かつ安心 。安全 に

健康で生きがいを持ちながら、自立し

て暮らすことができる社会の実現を
しゅうろう  こようせい と

○就労・雇用制度
こうれいしゃ  ぎゃくたい

○高齢者の虐待

をはじめとする年齢による差別

厄介者扱い、無視等

財産を勝手に処分したりすること

せ わ  ほうにん
・世話の放任

〉
国
民
年
金
だ
よ
り
〈

◆
国
民
年
金
事
業
に
多
大
な
功
績

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
受
賞
の
高
森
町

熊
本
社
会
保
険
事
務
局
長
表
彰
受
賞
の
高
森
寮

国民年金事業の推進 。発展に寄与し、社会保険行政の推進に顕著な功績が

あったとしてこのほど、高森町が社会保険庁長官表彰、社会福祉法人立正福

祉会高森寮が熊本社会保険事務局長表彰を受賞しました。
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高齢者じんけん
の人権

●月141“■101日は人権週間です
=


